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   令和 3 年 8 月  

「水桜会だより」2021 夏号              

ご挨拶 

水桜会会長  内田 暖(S45 高)  

梅雨明けと同時に厳しい暑さが続く毎日ですが、皆様におかれましてはますますご健勝のこととお喜び申し

上げます。平素より水桜会活動にご理解ご協力を賜り誠にありがとうございます。 

2020 年の年初からコロナ禍にあって、ワクチン接種以外に何の進展もない日々が続いています。あらゆる活

動が制限された現状ですが、できないことを嘆くのではなく、今何ができるのかと考えるように努めたいです。 

大学水泳部においては、練習再開に向けプール掃除をしましたが、排水設備の不具合により再度の掃除を経

ても満足のいく練習ができない状況です。大学構内への入構制限が厳しく、卒業生は入構を控えなくてはなり

ません。また、2021 年度末まで学内施設使用禁止となり、残念ですが昨年に引き続き今年も「五部対抗」を開

催することができません。ドイツの哲学者が、「元に戻る時は必ず来る。しかし、元の状態が果たして素晴ら

しいものであったとは言えない。問題点は沢山ある。」といっていますが、前向きに考えて、最善を尽くすよ

うに努力していく所存です。 

 最近、大学水泳部と高等科水泳部の関係が希薄であることは否定できません。中等科・高等科プールが建設 

される以前は、大学プールで大学・高等科・中等科が練習をしていて、大学生と会話を交わす環境がありまし

た。現在はそれが叶いません。卒業生の力だけではその溝を埋めるのは難しいと思います。是非、現役の皆さ

んのお力を拝借したくお願いいたします。この数年、高等科出身の部員が入部してくれており、彼らに大いに

期待をしています。まだまだ問題点は山積しています。水桜会がどういう組織なのか現役に理解してもらえる

ように、そしてできるだけいい環境で練習ができるように物理的支援をしていきたいと考えます。水桜会自体

世代交代をして、若い世代に大いに活躍をしてもらいたいと思います。最後になりましたが、現役支援を鑑み、

会費納入のご協力を宜しくお願いいたします。 

 

副会長 正野敬子(S50大)   

水桜会の皆様、お変わりなくお過ごしのことと存じます。昨年のコロナ感染拡大から約一年半がたちました。 

以来、大学内施設貸し出し禁止により理事会は Zoom で、OB・OG・4 年生が毎年楽しみにしている「4年生を送

る会」は延期（いまだに実現できていません）、総会もズーム、そして「五部対抗」も昨年、今年と 2 回とも

中止となりました。学生たちも学校での授業もほぼ一年間オンラインだったようです。コロナ禍で、仕方がな

いとはいえ、今まで通りの活動ができないため、営利目的でない任意団体は退会者が多いと聞いています。 

水桜会はボランティア団体とは違い卒業生の会ですからそういうことはないと思いますが、現役支援と親睦の

ために、今後とも会員の皆様ご理解とご協力どうぞよろしくお願いいたします。 

 私もこのコロナ禍で、Zoomのやり方を学びました。ホストもできるようになりました。コロナがなければ絶

対しなかったことです。これはコロナのおかげと前向きにとらえています。ワクチンも行き渡り来年こそは通

常の活動ができることを祈るばかりです。 

 

五部対抗水泳大会の中止について  

8月下旬に開催予定をしていましたが、3月末日まで学内施設使用禁止および新型コロナウィルス感染

拡大の状況を鑑み開催を中止といたします。昨年に引き続き皆様とお目にかかれる機会を失うのは大変

残念です。今後も現役支援、会員相互の親睦を新しい形式を模索して進めていく所存です。 
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水桜会総会 報告（オンライン開催）  

コロナ禍の昨年に引き続き、「オール学習院の集い」が中止となり、残念ながら皆様と目白で時間を共有し

ての水桜会総会開催ができなくなりました。今年度は新たな試みとしてオンライン（Zoom）開催とし、事前に

ミーティング ID・パスコードをお知らせし当日参加いただくように設定しました。4月 18日(日)15時～16時、

現役競泳部門・水球部門主将、主務、水桜会 MG を含む 27 名の参加で開催しました。第一号議案 2020 年度収

支報告・第二号議案 2021年度予算案・第三号議案理事・役員人事の承認を得ました。 

詳細については、HP掲載の総会議事録をご覧ください。オンラインというハードルを懸念していましたが、 

渡辺勝彦大先輩が参加くださいました。また、遠方の方の参加も可能となりました。水桜会理事会もオンライ

ンで開催しています。今後も何ができるかを考えて進めていきたいと思います。 

水桜会事務局 渡邉マリ（S48女高）                            

 

新任理事より  

2021 年大学卒業、新理事の細越 賢です。現役と OB、女子部と男子部と大学、水球と競泳。それぞれ分断さ

れた水泳部ではなく、包括的で強い絆を築く組織にしたいと思っております。そのためには、これをご覧にな

っている皆様のご協力が不可欠です。 

昨年、私を含めた 5名の若いメンバーが水桜会理事に新しく加わりました。この若い力で尽力して参ります

ので皆さまご協力よろしくお願いいたします。 

  細越 賢（R02 大） 

 

大学水球部門  

OBの皆様には、日頃様々なご支援を戴き有り難うございます。 

大学水球チームの現況についてご報告をさせていただきます。現在プレーヤーは 4 年 2 名、3年 2名、2 年 

5 名、1 年 6 名です。このうち、水球経験者は 4 年の 2名、2 年 1 名だけです。本来、水球未経験者には時間を

かけて、フットワークをマスターさせたいところですが、緊急事態宣言下では学内の練習や対外試合は禁止、

学外で練習をする際も最大 3名以上が集まることは認めない、但し、連盟等の主催による公式戦が決まってい

る場合は、審査のうえ大会 1ヶ月前から週 4 日限り学内での練習を認めるという状況です。今年はプールの排

水バルブの破損による故障、プール掃除中の選手の事故などが重なり、5 月 26 日から練習を開始しました。 

6 月 13日から始まるリーグ戦まで 2 週間強という非常に短い日数でした。 

今年はオリンピックの為リーグ戦を開催出来る日程が少なく、総当たりではなく二部 8 チームを 2グループ

に分けグループ内順位をつけ、それぞれに 1 位同士でリーグ 1，2 位決定戦、以下 2位同士、3位同士というよ

うにリーグ内の順位をつけるという方式となりました。学習院は、対上智 18対 7、対防衛大 17 対 2、 

対東大 10 対 10、対国際武道 5 対 18 で終了。東大との得失点差によりグループ 3 位となり、8 月 14 日にリー

グ 5，6位の決定戦を東工大と戦うことになりました。 

4 年生引退後は、未経験者が多いチームになります。基礎、基本を徹底的に身につけさせつつ、個人の能力

を伸ばす練習をしていきたいと思います。幸いにも、外部の元日本代表クラスの方々が積極的にコーチとして

ご協力くださり、ご指導くださっております。そして、選手全員がワクチン接種を済ませたら丸 2 年実施して

いない合宿や遠征について学校側と交渉し実現させていきたいと思っております。もう一つ大きな課題は安定

して新入生（出来れば経験者）を獲得することです。何か良いアイディアや情報があれば助かります。簡単で

すが、水球部門の現状をご説明させていただきました。どうぞ、OB の皆様には引き続きご支援のほど何卒よろ

しくお願い申し上げます。 

水球部門監督 辻井敏博（S51大） 
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大学競泳部門  

3 年前から競泳部門の監督を拝命致しました青木弘興です。どうぞよろしくお願い致します。 

昭和 51年高等科卒、中・高等科は水泳部とスイミングクラブを掛け持ちで練習をしていました。今もマス 

ターズ大会に出場して泳いでいます。 

競泳部門は関東学生選手権で、ここ数年で 4 部まで降格してしまいました。競泳部の体制、意識も変わり、

これから 3部を目指して頑張ろうという時に、新型コロナによる休部状態の 1 年以上になってしまい、それで

もコロナ禍の中で徐々にプールでの練習も再開され、新たなスタートを切れ始めています。監督である私は仕

事の関係でなかなか練習に行けませんが、OB コーチを多くし、練習時に指導出来る体制を整え、学生が強くな

る為の練習に専念できる環境を作って行きたいと思います。 

競泳部門監督 青木弘興（S51高） 

 

まず、この様な状況でも昨年に引き続き練習環境を提供いただいたルネサンス早稲田様には感謝の気持ちを

込めて、厚く御礼申し上げます。 

我々水泳部競泳部門も昨年からの緊急事態宣言等の宣言に伴い幾度も活動ができない状況となりました。 

試合も度々中止となり昨年からの大会・記録会の数は片手に収まる程度の回数しか行われていません。私はこ

のコロナ禍でもめげずに部活と向き合う学生達がとても誇らしく思います。 

しかし、当人達は練習を行えていない期間が長かったり、継続して練習をこなすことができていないことから

結果を残すことが非常に厳しい状況ではあります。 

「競泳」の練習は、大学生の様な体の成長が収まった選手達の場合、本来１年をかけて完成させる様なトレー

ニングを行います。時期に応じて、秋のフォーム作り、冬の体力強化、春の筋持久への切り替え、夏のスピー

ドトレーニング。段階を経て夏場の大会を目指していきますが途中幾度となく中断される場合、この通りには

いきません。学習院水泳部競泳部門は現在、選手自ら練習を組み立てております。今何をすべきかを１から考

えて作成している状況でメニュー担当には気苦労が耐えないことでしょう。 

夏に大会が開催されることがまだわからない状況での執筆となりましたが、大会会場にて全力を出し、満足

の笑みを浮かべる選手の夏があることを願い・応援いただければと思います。 

競泳部門コーチ 村田陽甫（H26 大） 

 

男子部水泳部  

中等科水泳部は、感染症の影響により今年度の活動も大きな制約を受けることになりました。4 月は通常通

り練習を行うことができていたのですが、緊急事態宣言に伴い、4 月下旬から部活動が中止となってしまいま

した。6 月下旬になって部活動を再開できましたが、７月中旬現在、今後の活動もまだまだ不透明な状況です。

そうした中でも、１年生は新たに 16 名入部し、総勢で 51名とかなりの人数になりました。 

今後は 8 月下旬の筑波大附属中学との定期戦での勝利と、10月上旬の東京都大会での入賞を目標に練習を行っ

ていく予定です。水桜会の皆様におかれましては、今後ともご支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

高等科水泳部は、附属戦に勝利するという目標を立て、クラブに通う部員とメニューを相談しながら、団結

して練習を積み重ねてきました。冬には主将の森谷を中心としてレースに積極的に出場することで、失われつ

つあった感覚を取り戻そうとしました。そして、5 月には 3 つの大会に出場し各自調整をしました。迎えた附

属戦で彼らは、昨年中止となってしまった先輩の無念さを晴らしてくれるかのような快勝でした。僕はそんな

彼らの逞しい成長に喜びを感じると同時に身の引き締まる思いでいっぱいでした。今年も皆様方には変わらぬ

ご支援のほど、何卒よろしくお願いします。 

男子部コーチ 齋藤 快（大学競泳） 
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女子部水泳部  

2020 年はコロナ禍の影響を受け、練習、試合の機会を多々損失しました。毎年、年始の目標を各部員に 

書いてもらうのですが、2021年は、前年を振り返り、新年の展望を描くのも難しい状況でした。3月開催 

予定の高体連主催の短水路記録会は中止。初戦は 3/29の都水協主催の中高生ジュニアスプリント大会とな 

りました。参加条件が厳しく高等科 5名のみの参加で、泳ぎ込み不足の中まずまずの結果を残しました。 

春休みは感染拡大防止に努めながら練習を実施。冬の泳ぎ込み不足の中、試合期へ向け一度ピークへ作る 

ことに山本先生も苦慮されましたが、6/5 女子部プールでの高等科附属戦に臨みました。種目は例年通りで、

午前中で終了するタイムテーブルを組み、父母、中学生、OB・OG の応援不可で実施。結果は 115対 83で勝利。

リレー二種目も勝利し三冠を手中に収めました。審判長、役員を手伝ってくださった OG の皆様に御礼申し上

げます。週明け、代交代ミーティングを行い新三役が決定し、高等科は新体制で始動。6/20、21の都高校（千

葉国際水泳場で開催）に出場しました。こちらも参加標準記録が厳しく 5 名での参加でしたが、各人健闘。 

高二 1名が 400ｍIMで七位に入賞。インハイ標準記録を突破し関東大会出場が決定しました。 

中等科は 7/27、28 に、2019 年 9 月の学年別以来の久しぶりの公式戦、千葉国際水泳場で開催される都中学

に出場します。夏合宿は本年も中止の為、盛夏の試合へ向けた強化も難しい局面ですが、粛々と練習を積み重

ねて参る所存です。引き続きご支援の程何卒よろしくお願い致します。 

女子部コーチ 時谷一滋（S61高） 

物故者(敬称略)  ※2019 年以降連絡受領分を掲載 

戸澤康壽(S18 旧高)             長  昭連(S24 旧高)       戸澤孝寿(S25 高男)  

杉山和樹(S40 高男)                小俣泰隆(S44 高男)            荻野 浩(S29 大) 

高橋保雄(S31 大)                  木田悌司(S35 大)              石川敏弘(S39 大)  

高田 正(S43 大)                  篠原則昭(S46 大)                 ご冥福をお祈り申し上げます。 

                                               

年会費納入のお願い 

日頃、水桜会の活動にご支援ご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

昨年度の年会費金額引き上げ実現により、21 年度は水桜会として監督・コーチ支援をより強化いたします。

多大なるご尽力に感謝しつつ、「強い学習院水泳部」実現に向け、引き続きサポートして参ります。 

＜2021年度年会費納入のお願い＞ 男女共通 10,000円（大学卒業後 5年は 5,000円） 

- 自動引落の方 ：2021 年 5 月下旬にみずほ銀行より引き落とし済み 

- 自動引落以外の方 ：2022 年 1 月末日までに以下へ振込   ※名前・卒年を記載願います。 

みずほ銀行  店番 532（九段支店）普通 2134557 水桜会 

ゆうちょ銀行 店番 019（〇一九 店）当座 0654842  学習院水桜会 

会計 小池純子（H12大） 連絡先：090-7413-4382 

 

※住所変更、物故の情報は、事務局までお知らせいただきたく存じます。 

水桜会情報は、桜友会ホームページをご覧ください。 
 

 これまで年 2 回(3・8 月) 会員ご自宅宛にお送りしていました水桜会だよりは、2021 春号より郵送を取り止め 

桜友会サイト内の水桜会ページにてご覧いただくこととさせていただきました。何卒ご理解くださいませ。 

「水桜会だより」「大学現役レポート」「総会議事録」等を掲載しています。 

サイト検索⇒ 学習院桜友会 →運動部 →水桜会(水泳部) 
＜水桜会事務局＞ 渡邉マリ（S48 女高） 

〒158-0081 東京都世田谷区深沢 8-14-21 

電話 070-5451-9148 

mrwtnb0109@md.point.ne.jp  

 

こちらの QR コードより 

ご覧いただけます 

 


